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文
化（
こ
こ
ろ
）の 

　
　
　
　
道
の
駅
を 

　
新
年
、
初
春
、
元
日
、
元
旦
、

祝
月
、
年
賀
年
始
、
お
年
玉
。
歳

時
記
を
ひ
も
と
け
ば
、
な
ん
と
新

春
を
こ
と
寿
ぐ
言
葉
の
多
き
こ
と
か
。

「
筑
紫
な
る
観
世
音
寺
の
鐘
の
音

を
思
ふ
し
づ
け
さ
歳
の
あ
し
た
に
」

そ
こ
で
眼
に
と
ま
っ
た
釈
迢
空
の

歌
一
首
。
さ
て
正
月
を
睦
月
と
も

呼
ぶ
の
は
何
故
か
。
ふ
だ
ん
人
と

の
交
際
、
親
疎
は
あ
れ
ど
正
月
に

は
互
い
に
往
来
し
、
睦
ま
じ
く
挨

拶
を
交
わ
し
あ
い
「
和
」
の
気
を

と
も
す
と
の
意
も
こ
め
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
▼
去
年
今
年
と
い

え
ば
「
貫
く
棒
の
ご
と
き
も
の
」

と
詠
ん
だ
虚
子
の
句
。
暦
を
め
く

り
過
ぎ
行
く
月
日
に
も
一
貫
し
て

流
れ
る
町
の
、
村
の
、
ふ
る
さ
と

の
営
み
も
あ
る
。
▼
矢
部
川
源
流

か
ら
の
発
想
。
”世
界
子
ど
も
愛
樹

祭
コ
ン
ク
ー
ル
”
も
こ
の
春
で
記

念
す
べ
き
20
周
年
。
緑
な
す
山
、

森
、
樹
々
に
心
を
寄
せ
、
描
き
応

募
の
作
文
絵
画
木
ハ
ガ
キ
は
五
万

点
を
超
え
る
。
作
品
す
べ
て
は
『
杣

の
ふ
る
さ
と
文
化
館
』
に
保
存
、

話
題
作
を
展
示
。
20
回
目
の
こ
の

た
び
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
中
国
、
韓

国
か
ら
も
。
尖
閣
諸
島
沖
や
ら
国

際
的
な
雲
ゆ
き
あ
れ
ど
世
界
の
子

ど
も
の
瞳
は
素
直
に
輝
い
て
い
る
。

▼
昭
和
18
年
建
築
、
木
造
校
舎
活

用
の
こ
の
館
に
は
、
八
女
教
学
の

祖
江
碕
先
生
業
績
一
覧
、
民
謡
宝

蔵
資
料
、
郷
土
出
身
の
画
家
吉
田

民
尚
油
彩
画
20
点
余
。
矢
部
川
流

域
の
文
化
遺
産
展
示
の
文
化
（
こ

こ
ろ
）
の
道
の
駅
を
志
向
。 

※ 三池港の潮ごよみがついています 

元日 

成人の日 

23日 

仏滅 

小 

24日 

大安 

小 26 27
不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

お風呂の日　（べんがら村） 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　　（三加和温泉） 

ゆめみらい図書館 
　　　　  （絵本読み聞かせ会） 
　　　　　　　　　  11：00～ 

「クラッシー」は毎月発行します。紹介したい地域の行
事や趣味のサークル、愉快な仲間達その他読者を楽しく
させ、元気づけ人や社会のお役に立つ原稿を募集します。 

む 

ぞ 

こ 

こ 

と
し 

つ
き 

新春三社詣 
　　　　　　　（八女歩こう会） 

痩せ仏様御日 
　　　　　（八女市大篭町内会） 

北山少年剣道クラブ創立30 
周年記念親善剣道大会 
　　　　（八女市立花町体育館） 

子ども会　カルタ大会 
少年囲碁将棋大会 
　　　　　  （筑後市サンコア） 

絵本読み聞かせ会 
  （八女市立図書館）14：00～ 

 

 

   松尾弁財天縁日（立花町） 
鬼の修正会 
　　　　　  （筑後市熊野神社） 
 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

べんがらの日（べんがら村） 
絵本読み聞かせ会 
 （八女市立図書館）14：00～ 
（ゆめみらい図書館）11：00～ 
 

 

べんがらの日（べんがら村） 
 

 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　１月５日・19日 
黒 木 町 ふ じ の 里　１月５日・19日 
上陽町地域福祉センター　１月12日・26日 
立 花 町 か が や き　１月12日・26日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　１月14日 
黒 木 町 ふ じ の 里　１月21日 
上陽町地域福祉センター　１月28日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　１月14日 
八女市社会福祉会館　１月21日 
 
 

 
くろぎふるさと日曜市 
　毎週日曜日 
上陽ふるさと市 
　毎週土曜日 

べんがらの日（べんがら村） 
 

サンコアまつり（～23日） 
　　　　　　　　　  （筑後市） 

絵本読み聞かせ会 
 （八女市立図書館）14：00～ 

人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　  （八女福祉会館） 

絵本読み聞かせ会 
  （八女市立図書館）14：00～ 

なんでも人権相談所 
　　　  （広川町はなやぎの里） 

 

 なんでも人権相談所 
（八女市黒木地域交流センター） 
 

なんでも人権相談所 
　  （八女市立花市民センター） 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

 

なんでも人権相談所 
　　　  （八女市社会福祉会館） 
 

 

23 20日 
先勝 
中 

30 27日 
友引 
中 

24 21日 
友引 
中 

31 28日 
先負 
中 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　　（上陽町） 

矢部川一周ウオーク 
　  （吉田ウオーキングクラブ） 
 

 

初舞会 
　　　　　　  （黒木文化連盟） 
 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 
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私
の
行
き
つ
け
の
お
店 

   

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬

伝
」
が
大
好
評
を
博
し
て
終
了

し
た
。
龍
馬
役
の
福
山
雅
治
が

あ
ま
り
に
も
恰
好
良
す
ぎ
て
、

現
実
離
れ
し
て
い
る
感
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
時
代
設

定
に
惹
き
つ
け
ら
れ
心
が
踊
っ

た
。
近
代
日
本
の
夜
明
け
、
新

し
い
時
代
の
始
ま
り
の
一
翼
を

担
っ
た
坂
本
竜
馬
（
龍
馬
）
の

人
生
は
、
と
て
つ
も
な
く
重
く
、

激
し
か
っ
た
。 

　
私
は
学
生
時
代
に
読
ん
だ
、

島
崎
藤
村
の
小
説
、
「
夜
明
け

前
」
を
思
っ
た
。
明
治
維
新
前

後
の
時
代
を
背
景
に
、
藤
村
自

身
の
父
の
生
涯
を
モ
デ
ル
と
し

て
描
い
た
長
編
小
説
で
、
封
建

制
か
ら
近
代
社
会
へ
移
る
過
渡

期
の
、
制
度
や
思
想
の
変
革
が

綴
ら
れ
た
重
苦
し
い
作
品
だ
っ

た
。
実
際
に
、
藤
村
の
父
親
が

狂
死
し
た
こ
と
を
知
っ
て
、
大

き
な
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。 

　
ど
ん
な
に
天
変
地
異
が
起
ろ

う
と
も
、
夜
明
け
の
来
な
い
一

日
は
無
い
。
否
、
夜
明
け
は
必

ず
来
る
も
の
だ
と
、
人
は
誰
で

も
信
じ
て
い
た
い
。
真
っ
暗
な

夜
が
明
け
る
時
、
東
の
空
が
少

し
ず
つ
白
み
始
め
、
う
す
明
る

く
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
一
気

に
陽
は
昇
り
、
辺
り
は
白
日
の

下
に
さ
ら
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
夜
明
け
前
が
最
も
大
切
な

時
間
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
私
は

遠
い
昔
、
初
恋
の
人
が
言
っ
た

こ
と
ば
を
不
意
に
思
い
出
し
て

い
た
。 

「
夜
明
け
前
が
、
一
等
暗
い
ん

だ
よ
」 

蓉
子 

卯
年
の
お
話
し 

ウ
サ
ギ
は
月
天
の
使
者
、月
読
尊
の
神
使 筑

後
市
　
坂
田
　
健
一 

夜
明
け
前 

呟き 

 

　
土
橋
の
終
点
で
西
鉄
電
車

を
降
り
黄
色
に
黒
の
か
ぶ
と

饅
頭
の
看
板
を
見
る
と
故
郷

に
帰
っ
た
と
ホ
ッ
ト
し
た
。

珠
算
道
場
の
帰
り
、
自
転
車

を
横
づ
け
し
て
食
べ
る
熱
熱

の
か
ぶ
と
饅
頭
は
天
に
も
昇

る
味
だ
っ
た
。
福
島
へ
出
た

お
み
や
げ
に
か
ぶ
と
饅
頭
を

手
に
バ
ス
に
乗
っ
た
日
。
か

ぶ
と
饅
頭
の
思
い
出
は
そ
れ

ぞ
れ
の
胸
奥
に
セ
ピ
ア
色
に

な
っ
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。

半
世
紀
前
八
女
地
方
を
代
表

す
る
都
会
で
あ
っ
た
福
島
町

の
食
文
化
を
彩
る
一
つ
が
か

ぶ
と
饅
頭
で
あ
る
。
年
の
瀬

も
迫
っ
た
一
日
、
創
業
者
今

里
勉
さ
ん（
80
）を
訪
ね
た
。

饅
頭
を
焼
き
始
め
た
の
は
昭

和
31
年
、
26
歳
の
時
で
し
た
。

そ
の
頃
は
１
個
５
円
の
回
転

饅
頭
が
主
流
で
し
た
が
お
い

し
い
も
の
な
ら
必
ず
売
れ
る

と
信
じ
１
個
10
円
で
売
り
出

し
ま
し
た
。
10
ヶ
箱
に
詰
め

て
１
０
０
円
也
、
お
し
ゃ
れ

で
し
た
よ
。
お
隣
り
三
福
さ

ん
の
ラ
ー
メ
ン
が
60
円
、
か

け
う
ど
ん
が
25
円
で
し
た
。

当
時
福
島
町
に
は
映
画
館
や

芝
居
小
屋
が
４
〜
５
軒
あ
っ

て
、
平
日
で
も
人
出
が
多
く

賑
や
か
で
し
た
。
そ
の
頃
は

つ
ぶ
餡
に
す
る
小
豆
を
一
日

一
俵
炊
い
て
い
ま
し
た
。
か

ぶ
と
饅
頭
の
名
前
は
ど
こ
か

ら
？
単
純
な
こ
と
で
す
。
う

ち
の
饅
頭
を
見
た
人
が
「
こ

り
ゃ
鉄
か
ぶ
と
の
ご
た
る
」

と
言
っ
た
こ
と
か
ら
の
命
名

で
す
。
昭
和
35
年
頃
饅
頭
戦

争
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な

お
い
し
い
も
の
に
飢
え
て
い

た
時
代
、
そ
れ
に
応
え
る
よ

う
に
大
鵬
饅
頭
、
甘
太
郎
饅

頭
、
大
番
饅
頭
な
ど
い
く
つ

も
の
店
が
味
を
競
い
ま
し
た
。

私
は
本
物
、
上
質
の
味
を
求

め
て
材
料
に
こ
だ
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
サ
ッ
カ
リ
ン
や
ズ

ル
チ
ン
（
人
工
甘
味
料
）
が

幅
を
利
か
せ
て
い
ま
し
た
が

う
ち
は
砂
糖
と
水
飴
の
み
、

卵
も
見
た
人
が
驚
く
程
ふ
ん

だ
ん
に
使
い
ま
し
た
。
今
も

同
じ
レ
シ
ピ
で
昔
の
味
を
守

り
続
け
て
い
ま
す
。
長
く
お

客
さ
ん
と
接
し
て
き
て
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
？

私
が
道
の
駅
た

ち
ば
な
で
焼
い

て
い
る
時
一
人

の
女
性
が
み
え

「
自
分
は
辺
春

か
ら
福
島
に
嫁

い
で
き
た
が
、

嫁
姑
の
関
係
に

疲
れ
て
今
日
は
実
家
へ
戻

ろ
う
と
決
め
、
バ
ス
を
待

つ
間
か
ぶ
と
饅
頭
を
一
個

食
べ
る
う
ち
に
考
え
直
し

ま
し
た
。」と
話
し
て
い
か

れ
ま
し
た
。
お
い
し
い
も

の
は
人
の
心
を
和
ま
せ
幸

せ
を
運
ぶ
。
55
年
福
島
の

町
と
人
々
の
暮
ら
し
の
変

遷
を
見
続
け
て
き
た
歳
月

の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
名
物
か
ぶ
と
饅
頭
は
道

の
駅
た
ち
ば
な
店
、
八
女

市
津
ノ
江
店
（
国
道
４
４

２
沿
）
で
買
え
る
。 

か
ぶ
と
ま
ん
じ
ゅ
う 八女農業高等学校 

　森林には、排出される二酸化炭素を吸収して地球温暖化を抑

える働きをする環境の保全や、降雨による土壌流出を抑える土

壌保全、土壌中に貯えた雨水をゆるやかに川に流して流量を安

定させる水源のかん養や水質の浄化などの役割があります。こ

のような大切な役割をもつ森林での実習を毎年行ってきました。

昨年11月黒木町の本校演習林で、１年生全員が実習を行いました。

昭和15年に串毛にスギやヒノキが植林され、その後、在校生に

よる下草刈り実習が半世紀以上も受け継がれてきました。 

　生徒たちは、初めて持つ長

鎌や鋸を使って、シダやいば

ら等の下草を刈ったり、間伐

を体験しました。慣れない作

業に苦労しながらも学校の歴

史と伝統を肌で感じていまし

た。 

１月の校内販売所（八女農み

らい館）の開館日　14日（金）、

18日（火）、21（金）、25日（火）、

28日（金）販売時間は、10時

30分～12時30分です。 

多くの皆様のお越しを心から

お待ちしています。 

　
神
社
の
石
灯
ろ
う
の
上
端

に
は
ふ
つ
う
宝
珠
が
載
っ
て

い
る
も
の
で
す
が
、
田
主
丸

町
の
月
読
神
社
の
境
内
に
は
、

ウ
サ
ギ
を
載
せ
た
二
対
の
石

灯
ろ
う
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
神
社
は
別
称
「
サ
ン

ヤ
さ
ん
」
の
呼
び
名
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
の
月

読
尊
は
天
照
大
神
の
弟
神
に

あ
た
り
ま
す
。
イ
ザ
ナ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
が
筑
紫
の
日
向
の
橘

の
小
門
の
檍
原
で
禊
祓
を
さ

れ
た
と
き
、
左
の
眼
を
洗
う

と
天
照
大
神
が
、
右
目
を
洗

う
と
月
読
尊
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
で
す
か
ら
月
読
尊
は
月

の
神
様
で
あ
る
と
同
時
に
、

目
の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ

ま
し
た
。
久
留
米
市
の
篠
原

正
一
氏
は
、
「
正
月
、
五
月
、

九
月
の
陰
暦
廿
三
夜
の
例
祭

に
は
露
店
や
、
興
行
の
小
屋

が
市
を
な
し
て
、
筑
後
一
円

は
い
う
に
及
ば
ず
筑
前
・
豊

後
・
肥
前
の
遠
来
の
賽
者
堵

を
な
す
殷
盛
を
現
し
、
臨
時

増
発
の
バ
ス
が
織
る
が
如
く

集
散
す
る
風
景
は
、
そ
の
信

仰
の
深
さ
を
よ
く
物
語
っ
て

い
る
。
」
（
『
浮
羽
め
ぐ
り
』

昭
和
十
年
）
と
述
べ
て
い
ま

す
。
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）

正
月
二
十
三
日
、
水
縄
村
の

林
次
郎
兵
衛
が
月
読
尊
の
神

祠
を
勧
請
し
た
の
が
は
じ
ま

り
で
、
以
後
数
々
の
眼
病
治

癒
の
霊
験
が
知
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

　
先
年
、
緑
内
障
が
治
癒
し

た
と
い
う
人
の
話
を
現
地
で

聞
き
ま
し
た
。
信
仰
は
生
き

て
い
ま
す
。 

　
月
の
出
を
待
つ
行
事
が
「
月

待
ち
」
で
す
。
十
五
夜
・
十

七
夜
・
十
九
夜
な
ど
が
あ
り
、

中
で
も
盛
ん
な
の
が
二
十
三

夜
で
す
。
三
夜
待
ち
と
も
三

夜
供
養
と
も
い
わ
れ
、
サ
ン

ヤ
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
参
加
す
る

集
団
を
二
十
三
夜
講
と
い
い
、

講
員
が
寄
り
合
っ
て
飲
食
を

共
に
し
、
月
の
出
を
待
っ
た

と
い
い
ま
す
。 

　
満
月
の
夜
、
月
を
見
て
、

ウ
サ
ギ
が
餅
を
搗
い
て
い
る

姿
を
連
想
す
る
の
が
日
本
人

で
す
が
、
こ
れ
は
「
餅
搗
き
」

と
「
望
月
」
の
語
呂
が
似
て

い
る
の
と
関
連
が
あ
り
そ
う

で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
月
と
ウ
サ

ギ
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

月
神
と
は
月
読
尊
（
月
弓
尊
）

の
こ
と
で
す
が
、
久
留
米
市

御
井
町
、
高
良
大
社
に
祀
る

高
良
大
明
神
も
一
説
で
は
月

神
（
月
天
子
）
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
高
良
の
神
の
本
地

は
勢
至
菩
薩
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
二
十
三
夜
講
で
勢
至

菩
薩
を
祭
る
と
こ
ろ
も
あ
る

そ
う
で
す
か
ら
、
高
良
の
神

と
月
読
尊
、
サ
ン
ヤ
さ
ん
は

案
外
共
通
の
特
徴
も
あ
る
よ

う
で
す
。 

　
ウ
サ
ギ
は
、「
ウ

サ
ギ
と
カ
メ
」「
カ

チ
カ
チ
山
」「
因
幡

の
白
兎
」
な
ど
に

登
場
し
、
知
略
に

長
け
た
動
物
と
し
て
紹
介
さ

れ
ま
す
。
時
に
は
慢
心
の
結

果
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
の
よ

う
に
、
ま
た
機
知
に
溺
れ
た

「
因
幡
の
白
兎
」
の
よ
う
に
、

大
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。 

　
「
皮
を
剥
が
れ
て
丸
裸
」

の
伝
説
は
小
学
校
唱
歌
で
有

名
で
す
が
、
そ
の
白
兎
海
岸

は
鳥
取
か
ら
北
西
２
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
所
に
位
置
し
、
海

岸
の
南
側
、
小
高
い
森
の
丘

上
に
白
兎
を
祀
る
白
兎
神
社

も
あ
り
ま
す
。 

　
ウ
サ
ギ
の
飼
育
小
屋
は
小

学
校
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
家
庭
で
も
好
ん
で

飼
わ
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
東
京
で
は
、
明
治
四
年

秋
頃
か
ら
翌
年
夏
に
か
け
て
、

ま
る
で
熱
病
に
と
り
つ
か
れ

た
か
の
よ
う
に
、
争
っ
て
飼

い
始
め
、
ウ
サ
ギ
の
値
段
も

一
夜
に
し
て
数
倍
に
跳
ね
上

が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

雄
の
子
ウ
サ
ギ
は
五
円
か
六

円
な
の
に
、
雌
で
種
類
が
毛

色
更
紗
形
と
か
、
垂
れ
耳
、

大
耳
な
ど
は
五
十
円
か
ら
数

百
円
も
す
る
有
様
で
、
「
ウ

サ
ギ
を
抱
え
た
人
々
は
仕
事

が
手
に
つ
か
ず
、
血
走
っ
た

そ
の
目
は
ウ
サ
ギ
よ
り
赤
か

っ
た
」(

毎
日
新
聞)

「
東
京

百
年
」
）
と
か
。
こ
の
筑
後

地
方
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

　
ウ
サ
ギ
は
童
謡
に
も
し
ば

し
ば
登
場
し
ま
す
。
「
待
ち

ぼ
う
け
」
「
あ
わ
て
床
屋
」

「
ふ
る
さ
と
」
「
ウ
サ
ギ
の

ダ
ン
ス
」
「
靴
が
鳴
る
」

等
々
。
ウ
サ
ギ
は
、
子
供
た

ち
に
と
っ
て
も
身
近
な
存
在

で
す
。
歴
史
上
の
人
物
で
は

天
武
天
皇
・
源
頼
朝
・
義
経
、

文
豪
に
は
幸
田
露
伴
・
尾
崎

紅
葉
・
夏
目
漱
石
・
正
岡
子

規
・
直
木
三
十
五
が
卯
年
生

ま
れ
。
著
名
な
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
こ
の
す
ば
ら
し

い
一
年
に
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。 

お 

ど 

あ
わ
ぎ
は
ら 
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釣
り 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 
" I have a stomachache "

お腹が痛いです。 

その
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　前回は、スーパーのデリで大きなかたまりで売ってある食材を「私
には多すぎるように見えます」と言って、小さくしてもらったり
しました。 
　今回は、楽しい旅の途中で具合が悪くなってしまいました。ホ
テル内にあるクリニックを予約して、いざ診察となりましたが、
どう説明しましょうか。 
　クリニックの医師がたずねます。 
A) How are you feeling?
　（具合はどうですか？） 
B) Ah…I have a terrible stomachache.
　（ええ、お腹がひどく痛いです。） 
A) How long have you been like this?
　（どれくらい、その状態が続いていますか？） 
B) Since last night. I had a heavy dinner with some wine. 
   After that, I had a stomachache and threw up a    
   few times.
 （昨晩からです。こってりとした夕食とワインを飲みました。 
　　その後、お腹が痛くなって数回もどしました。）　 
A) I see. Do you have a diarrhea?   
　（そうですか。下痢をしていますか？） 
B) Yes. May I have some medicine for that? 
　（はい。その薬をいただけますか？） 
A) Yes. I think you ate too much. So I'll prescribe 
   some medicine.  If they don't work, please come 
   again.
　（わかりました。たぶん食べ過ぎでしょう。薬を処方します。 
　　もし、効かなかったら、また来てください。） 
B) OK. I also have a runny nose, too.
　（はい。鼻水も出るのですが。） 
A) All right. I'll give you some medicine for that, too.
　（そうですか。では、その薬も出しましょう。） 
（その12）のフレーズ復習 
Looks ～. （～に見えます・～そうです） 

ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

釣
り 

釣
り 

               

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す 

「
鈴
の
音
に
幸
せ
も
ら
う
初

詣
」
を
済
ま
し
、
「
賀
状
受

ポ
ト
リ
と
春
が
着
い
た
音
」

で
我
が
家
の
春
が
始
動
し
ま

す
。 八

女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち
北山少年剣道クラブ育成会 

  

　
寒
の
訪
れ
と
共
に
魚
介
類

は
、
低
温
期
を
乗
り
切
る
為
、

体
内
に
脂
肪
を
蓄
積
す
る
。

そ
の
脂
肪
は
人
間
ど
も
に
美

味
な
る
も
の
と
し
て
こ
よ
な

く
愛
さ
れ
る
。
師
走
の
初
旬
、

美
味
の
代
表
で
あ
り
、
九
州

場
所
で
も
角
界
の
誰
も
が
、

必
ず
食
す
る
と
い
う
ア
ラ
を

求
め
て
上
五
島
へ
出
掛
け
た
。

　
今
回
は
旧
知
の
Ｎ
村
氏
の

手
配
で
、
平
戸
島
の
最
西
端

宮
之
浦
か
ら
午
前
３
時
に
出

港
し
た
。
好
天
気
の
予
報
も

あ
り
、
他
船
が
早
く
も
島
々

に
到
着
し
て
お
り
、
我
々
は

希
望
の
場
所
に
行
け
な
い
よ

う
だ
・・・（
涙
）。 

　
第
３
希
望
も
第
４
希
望
も

満
員
御
礼
で
、
よ
う
や
く
上

が
れ
た
の
は
右
も
左
も
、
そ

れ
ぞ
れ
３
人
の
釣
り
人
が
い

る
磯
で
、
厳
し
い
釣
り
に
な

る
の
は
明
白
だ
。
そ
れ
で
も

釣
行
の
安
全
と
、
僅
か
な
釣

果
を
海
神
様
に
祈
願
し
、
御

神
酒
を
足
元
へ
注
ぐ
。
午
前

４
時
半
過
ぎ
か
ら
大
物
竿
を

セ
ッ
ト
し
、
餌
の
サ
バ
を
一

匹
付
け
て
ア
タ
リ
を
待
つ
が
、

竿
先
を
揺
ら
す
の
は
本
命
で

は
な
い
小
さ
な
魚
ば
か
り
で
、

と
う
と
う
夜
明
け
を
迎
え
た
。 

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
左
右

の
釣
り
人
達
が
交
互
に
竿
を

曲
げ
、
良
型
の
ク
ロ
（
メ
ジ

ナ
）
を
釣
り
上
げ
て
い
る
。

ど
う
や
ら
頃
合
い
の
よ
う
だ
。

私
の
目
的
の
魚
で
は
な
い
が

ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
う
。
南

東
の
野
崎
島
周
辺
か
ら
朝
日

が
昇
り
、
周
辺
の
平
島
や
倉

島
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
。

冬
場
に
こ
ん
な
好
天
気
は
珍

し
く
、
暫
く
景
色
を
楽
し
ん

だ
。
納
竿
前
に
あ
ち
こ
ち
と

探
る
よ
う
に
釣
っ
て
い
る
と
、

良
型
の
ア
カ
ハ
タ
と
ア
ラ
カ

ブ
を
手
に
出
来
た
。
ア
ラ
に

も
勝
る
美
味
し
い
魚
を
得
る

事
が
出
来
、
満
足
し
て
回
収

の
船
を
待
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

煮
付
け
に
し
た
が
頬
っ
ぺ
た

は
落
ち
、
口
元
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ

で
山
の
神
や
孫
達
も
喜
ん
で

食
べ
て
い
た
。 

　
さ
あ
、
新
年
は
ど
ん
な
釣

り
に
な
る
の
か
鬼
に
聞
い
て

み
よ
う
か
な
？
（
笑
） 

磯
の
旅
人 

　
１
月
23
日
八
女
市
立
花
体

育
館
に
八
女
市
、
八
女
郡
を

始
め
近
隣
の
市
町
村
か
ら
小

学
生
80
チ
ー
ム
約
４
０
０
名

が
参
加
し
て
北
山
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年
記
念
少

年
親
善
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
主
催
ク
ラ
ブ
で
あ

る
北
山
少

年
剣
道
ク

ラ
ブ
育
成

会
の
子
供

た
ち
も
、

大
会
に
向

け
て
最
後

の
練
習
に

が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

熱
血
指
導

中
の
藤
井

監
督
に
お

話
を
き
き

ま
し
た
。 

　
発
足
は 

？
：
昭
和
31
年
８
月 

立
花

町
剣
友
会
の
発
会
式
と
、
町

内
記
念
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
北
山
支
部
が
発
足
。

そ
の
後
北
山
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
が
発
足
し
、
今
年
で
30
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
部
員
数
は
？
：
８
名
で
す
。 

　
練
習
日
は
？
：
毎
週 

火
・

木
・
土
曜
日
に
北
山
小
学
校

体
育
館
で
汗
を
流
し
て
ま
す
。 

　
監
督
が
剣
道
を
通
し
て
一

番
教
え
た
い
こ
と
は
？
：
礼

儀
作
法
で
す
。
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
。

そ
こ
か
ら
健
全
な
心
と
体
が

生
ま
れ
ま
す
。 

　
30
年
の
歴
史
の
中
で
卒
部

生
に
は
、
全
国
大
会
で
の
優
勝
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
玉
竜
旗
で

の
上
位
入
賞
な
ど
す
ば
ら
し

い
実
績
を
残
し
た
人
や
警
察

官
や
消
防
署
な
ど
に
勤
務
し

な
が
ら
、
今
も
剣
道
を
続
け

て
い
る
人
な
ど
現
在
立
派
な

社
会
人
に
成
長
し
後
輩
の
よ

き
お
手
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
部
員
募
集
中
で
す
。
剣
道

を
通
し
て
の
心
と
体
づ
く
り

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

gallery街かど 
 

　
趣
味
を
ふ
や
し
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
心
豊
か
に
生
き
よ
う
と

油
絵
を
始
め
ま
し
た
。
６
年
目

の
今
年
福
岡
県
美
術
協
会
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
（
Ｆ

60
号
）
は
深
耶
馬
渓
の
秋
景
を

描
い
た
も
の
で
す
。
岩
山
や
樹

木
な
ど
が
大
自
然
の
中
で
生
き

て
い
る
姿
を
見
せ
る
の
に
気
を

つ
か
い
ま
し
た
。
油
絵
は
一
度

色
を
塗
っ
た
ら
乾
か
な
い
と
次

の
作
業
が
で
き
な
い
の
で
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
覚
え
ま
し

た
。
毎
年
八
女
文
化
祭
、
黒
木

文
化
祭
に
出
品
し
て
腕
を
磨
い

て
い
ま
す
。
今
年
は
何
を
描
こ

う
か
と
悩
む
の
も
楽
し
み
で
す
。

油
絵
の
他
に
水
墨
、
俳
句
も
や

っ
て
い
ま
す
。
さ
て
次
は
何
に

挑
戦
し
よ
う
か
と
毎
日
樹
木
の

支
柱
作
り
を
し
な
が
ら
考
え
て

い
ま
す
。 

合原幸男 
（黒木町） 

〈深耶馬渓〉 

 

川
h
病
院
医
師
　
日

吉

澄

之

 

花
の
山
旅 

③ 

フラブムアツモリ草 チベットアツモリ草 フラブムアツモリ草 チベットアツモリ草 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
私
、
昨
年
の
花
の
山
旅
大

ヒ
ッ
ト
で
し
た
。 

　
４
月
飛
岳
で
福
寿
草
満
開
、

５
月
由
布
飯
盛
山
で
く
ま
が

い
草
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
。 

　
阿
蘇
烏
帽
子
岳
で
は
み
や

ま
き
り
し
ま
満
花 

　
６
月
黒
髪
山
で
10
年
間
探

し
続
け
た
黒
髪
蘭
に
出
会
う
。 

　
中
国
四
川
省
、
日
本
人
が

見
た
こ
と
も
な
い
図
鑑
に
も

な
い
ア
ツ
モ
リ
草
で
満
塁
ホ

ー
ム
ラ
ン 

　
７
月
英
彦
山
ま
ぼ
ろ
し
の

滝
で
イ
ワ
ギ
ボ
シ
の
群
落
　

古
処
山
で
は
狐
の
カ
ミ
ソ
リ

の
中
を
彷
徨
い
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、
11
月
中
旬
耶
馬

渓
合
使
山
で
紅
葉
の
絶
景
に

見
と
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
も
花
の
山
旅
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。 

ね 
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行ってみようよこのお店 

矢部んうまかも～ん（者）② 　
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ

カ
タ
カ
タ
…
…
。
糸
鋸
の
音

が
け
た
た
ま
し
く
鳴
り
響
く
。

作
業
場
の
中
の
杉
や
樟
の
香

り
が
漂
っ
て
い
る
。 

　
組
木
を
作
っ
て
い
る
の
は

村
田
保
さ
ん
（
77
歳
）
。
杣

の
木
工
で
体
験
し
、
す
っ
か

り
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
。

本
業
は
木
工
職
人
。

要
領
を
つ
か
ん
で

し
ま
え
ば
お
手
の

物
。
つ
い
に
は
電

動
糸
鋸
や
研
磨
機

を
購
入
。
（
お
手

製
の
研
磨
機
も
作

っ
た
と
の
こ
と
） 

　
ひ
な
人
形
に
鯉
の
ぼ
り
や

五
月
人
形
。
ハ
ー
レ
ー
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
な
ど
。
多
種

多
様
な
作
品
が
い
っ
ぱ
い
。

村
の
役
所
、
銀
行
、
郵
便
局

な
ど
人
が
集
ま
る
所
に
展
示

さ
れ
、
み
な
さ
ん
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。 

　
「
と
て
も
楽
し
く
生
き
甲

斐
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
張

り
き
る
村
田
さ
ん
。
作
品
は

杣
の
文
化
館
４
２
―
２
０
５

５
に
展
示
し
て
い
ま
す
。 

『
杣
の
木
工
』
1
０
９
４
３
―

４
７
―
２
７
５
４
　 

　
し
の
ぶ 

八女茶で健康 

やめ茶丸 

         

宵
越
し
の
お
茶  

　
そ
の
昔
、
江
戸
っ
子
は
宵

越
し
の
金
は
持
た
な
い
…
と
、

そ
の
気
風
の
よ
さ
を
粋
と
し

た
よ
う
で
す
が
、
宵
越
し
の

お
茶
と
は
前
の
日
に
飲
ん
だ

お
茶
の
葉
を
急
須
に
入
れ
た

ま
ま
に
し
て
お
き
、
翌
日
こ

れ
に
お
湯
を
注
い
で
飲
む
お

茶
の
こ
と
で
す
。 

　
茶
殻
に
は
タ
ン
パ
ク
質
、

糖
質
、
脂
質
な
ど
の
栄
養
成

分
が
沢
山
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
一
晩
放
置
す
れ
ば
、

残
っ
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
が

腐
敗
し
ま
す
。
夏
場
、
一
晩

放
置
し
た
茶
殻
を
見
て
い
た

だ
け
れ
ば
よ
く
わ
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
カ
ビ
で
真
っ
白

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
腐
敗
し
た
タ
ン
パ
ク

質
は
食
あ
た
り
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
茶
殻
中
に

残
っ
て
い
る
カ
テ
キ
ン
類
が

ど
ん
ど
ん
酸
化
し
て
刺
激
性

の
強
い
酸
化
物
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
お
茶
を
飲
め
ば
、

胃
を
強
く
刺
激
し
て
胃
の
粘

膜
に
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
風

味
も
著
し
く
悪
く
な
り
ま
す
。 

”宵
越
し
の
お
茶
は
飲
ま
な

い
ほ
う
が
無
難
”
で
す
。 

福
岡
県
茶
業
振
興
推
進
協
議
会 

事
務
局
長
　
中
村
　
晋
一
郎 

 

　
老
々
介
護
　 

 

　
今
日
は
待
ち
に
待
っ
た
退

院
で
す
。
「
患
者
さ
ん
が
元

気
に
な
っ
て
退
院
さ
れ
る
の

を
見
送
る
の
が
私
た
ち
に
と

っ
て
も
何
よ
り
嬉
し
い
日
で

す
」
婦
長
さ
ん
も
笑
顔
の
お

見
送
り
で
す
。 

　
思
え
ば
救
急
車
で
久
留
米

大
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
へ

搬
送
さ
れ
て
７
日
間
、
そ
の

後
公
立
病
院
の
観
察
室
で
数

日
を
過
ご
し
、
一
般
病
棟
で

約
２
ヶ
月
の
闘
病
生
活
を
終

え
、
家
族
に
と
っ
て
も
正
に

奇
跡
の
生
還
で
す
。
「
48
時

間
が
山
で
す
」
の
宣
告
を
受

け
、
救
命
セ
ン
タ
ー
の
控
室

で
近
親
者
集
ま
り
覚
悟
を
決

め
た
日
の
こ
と
が
昨
日
の
よ

う
に
蘇
り
ま
す
。
現
代
医
療

の
偉
大
さ
と
、
人
間
の
生
命

力
の
強
さ
を
胸
に
刻
ん
だ
３

ヶ
月
で
し
た
。
「
先
生
を
信

頼
し
て
全
て
お
任
せ
し
ま
す

が
、
93
歳
と
い
う
年
を
考
え

た
時
気
管
挿
管
だ
け
は
止
め

て
下
さ
い
。
こ
れ
は
親
族
み

ん
な
の
思
い
で
す
」
と
お
願

い
し
ま
し
た
が
間
違
い
で
は

な
か
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。

完
全
に
回
復
の
見
込
み
の
な

い
者
に
苦
痛
の
み
を
与
え
て

延
命
さ
せ
る
こ
と
を
果
し
て

本
人
が
望
む
の
か
、
そ
れ
が

果
し
て
人
間
の
尊
厳
を
守
る

こ
と
に
な
る
の
か
考
え
た
末

の
判
断
で
し
た
。
老
い
た
親

を
持
つ
人
全
て
が
い
つ
か
迫

ら
れ
る
厳
し
い
決
断
の
時
で

す
。 

（
た
か
お
） 

　オーナー、スタッフがこだわりの本

物志向で、とことん食感や美味しさを

追及する本格ベーカリーショップです。

厳選された小麦を使用し焼き上げられ

たドイツパン、ベーグル、洋菓子は一

度食べたら癖になる味です。リピータ

ーも多く、店内には目移りしそうなく

らい豊富なパンと、焼きたての香ばし

い香りが漂い思わず深呼吸してしまう清潔感あふれたおしゃれな店内です。

そのまま食べるのもおいしいのですが、この時期、おせち料理の箸休めや

パーティーなどワインに合うオードブルの材料にもってこいです！子供か

ら大人までお口を楽しませてくれる「麦工房NANAKURA」さんでした。

場所はJR羽犬塚駅の西側で駐車場も広く完備されてます。筑後市和泉

173-10（国道442号牟田商店さんを北へ入る） 

TEL0942-27-8815　営業時間／11：00～18：00　店休日／日・祭日 

   A

　
女
性
の
た
め
の
相
談
所 

日
時
／
１
月
７
日（
金
） 

13
時
〜
16
時 

会
場
／ 

八
女
市
社
会
福
祉
会
館 

筑
後
市
サ
ン
コ
ア 

　
職
場
で
の
男
女
差
別
や
セ

ク
ハ
ラ
、
夫
か
ら
の
暴
力
な

ど
女
性
に
対
す
る
人
権
侵
害

に
対
し
て
相
談
を
受
け
ま
す
。 

八
女
人
権
擁
護
委
員
協
議
会 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
２
６
４
３ 

A

　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
コ
ン
サ

ー
ト 

日
時
／
１
月
30
日（
月
） 

13
時
〜 

会
場
／
筑
後
市
サ
ン
コ
ア 

筑
後
市
障
害
福
祉
啓
発
事
業 

問
い
合
わ
せ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
筑
後
市

障
害
者
協
議
会 

1
０
９
４
２
―
２
７
―
７
１
５
０ 

入
場
無
料 

　八女に来て、18回目の正月を迎

えます。不思議な話しなんですが、

自分の人生の半分を日本、この八

女で迎えました。どんな年になる

でしょう。私にとって、とても「変

化」がある年になります。 

　一番の理由は家を建てる事にな

ったからです！ずーとアパート、

貸家に住んできましたのでマイホームなんて、本当に夢みたいです。キッ

チンのレイアウトなど考えるだけでとってもワクワクします。 

　１つの残念な話しは建つ場所は八女ではありません。糟屋郡宇美町にな

ります。主人の実家の近くに建つので、子供たちが学校の帰りは１人では

なくじいちゃんとばあちゃんに囲まれるので、八女に通勤する私は一安心。 

　春から家が変わっても、仕事は変わりません。八女のハッピーデイズ英

会話教室を継続します。やめる事を考えられません。取りあえず、主人が

八女に通ってくれた10年間と同じなように通勤して、頑張りたいと思い

ます。 

　皆さんも、いろいろな変化、チャレンジ、成長など明るく迎えるように

頑張ってください！Happy New Year!! 

伊之坂ミキ 

■麦工房NANAKURA

oupon
クーポン 

このクーポン持参で 

活き車えび4尾 
サービス 

当店でご飲食のお客様 
お一人一枚のみ使用できます 
ご注文時にお渡し下さい 
2011年1月末日迄有効です 

お正月は3日より営業 

八女市馬場国道3号 
どんどら交差点角 
1090-2502-4003

かき小屋 

どんどら市場 

「
三
徳
の
家
庭
菜
園
」
　
① 

　
家
庭
菜
園
に
は
「
作
る
楽

し
み
、
看
る
楽
し
み
、
食
べ

る
楽
し
み
」
の
三
つ
の
楽
し

み
（
三
徳
！
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
年
、
菜
園
で
十

分
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

　
さ
て
、
我
が
国
で
食
べ
ら

れ
て
い
る
野
菜
の
種
類
は
一

五
〇
種
類
以
上
と
、
大
変
豊

富
で
す
。
そ
こ
で
、
先
ず
作

り
た
い
野
菜
の
種
類
を

上
げ
て
そ
の
性
質
と
栽

培
条
件
や
栽
培
の
難
易

度
を
調
べ
、
自
分
の
菜

園
で
作
れ
る
か
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

　
そ
の
場
合
、
①
た
く

さ
ん
食
べ
る
重
要
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、
ネ
ギ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
ダ
イ
コ
ン
、
キ

ュ
ウ
リ
な
ど
）
、
②
採

り
た
て
の
新
鮮
な
味
や

色
を
楽
し
む
野
菜
（
シ

ュ
ン
ギ
ク
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
ナ
ス
、
イ
ン
ゲ
ン
な

ど
）
、
③
少
面
積
で
も
年
中

自
給
が
欲
し
い
野
菜
（
パ
セ

リ
、
青
シ
ソ
、
ク
レ
ソ
ン
な

ど
）
そ
れ
に
、
④
お
店
で
は

容
易
に
求
め
ら
れ
な
い
珍
し

い
野
菜
（
ア
ピ
オ
ス
、
空
芯

菜
な
ど
）
に
分
け
て
考
え
て

み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

　
次
に
、
栽
培
の
難
易
度
で

す
が
、
小
さ
な
葉
菜
類
や
根

菜
類
が
栽
培
は
易
し
く
、
結

球
す
る
葉
菜
類
や
花
菜
類
、

果
菜
類
と
栽
培
は
難
し
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
果
菜
類

の
中
で
も
高
い
糖
度
を
求
め

る
メ
ロ
ン
や
ト
マ
ト
が
最
も

難
し
い
野
菜
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。 

　
福
岡
県
農
業
大
学
校 

　
非
常
勤
講
師
　
林
　
三
徳 

№５ 

き
っ
ぷ 


